
イ
ン
ド
、
日
本
は
4
位
に
順
位
を
下
げ
る
。
韓
国
は

14
位
で
あ
る
（
上
記
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
12
位
）。

労
働
人
口
の
多
い
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
き
く
な
る
。

さ
ら
に
評
価
の
客
観
性
を
高
め
る
た
め
に
1
人
当
た

り
購
買
力
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
＊
3
）
で
比
較
す
る
と
、
米
国

9
位
、
日
本
35
位
、
中
国
76
位
と
な
る
。
韓
国
は
30

位
で
日
本
よ
り
上
位
と
な
り
、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
が
2

位
で
ア
ジ
ア
ト
ッ
プ
。
香
港
11
位
、
台
湾
14
位
で
あ

り
、
日
本
は
ア
ジ
ア
で
5
位
に
過
ぎ
な
い
。

日
本
の
現
状
認
識
を
ク
ー
ル
に
軌
道
修
正
す
べ
き

で
あ
る
。
日
本
人
は
そ
れ
ほ
ど
豊
か
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
き
く
て
も
、

所
得
が
増
え
な
け
れ
ば
生
活
は
豊
か
に
な
ら
な
い
。

日
本
の
労
働
分
配
率
は
戦
後
上
昇
し
続
け
た
が
、
2

0
1
0
年
代
に
低
下
に
転
じ
た
。
先
進
国
の
中
で
唯

一
日
本
だ
け
実
質
賃
金
が
減
少
し
て
い
る
。
1
9
9

7
年
を
1
0
0
と
す
る
と
、
2
0
1
6
年
の
日
本
は

89
･
7
と
激
減
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
1
3
8
･
4
、
米

国
1
1
5
･
3
、
ド
イ
ツ
1
1
6
･
3
と
は
真
逆
で

あ
る
。

1
9
9
7
年
の
日
本
の
購
買
力
平
価
賃
金
年
収

（
3
万
6
2
4
9
ド
ル
）
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
（
3
万

5
4
7
8
ド
ル
）
を
上
回
り
、
韓
国
は
2
万
5
9
4

7
ド
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
2
0
1
5
年
に
な
る
と

状
況
は
一
変
し
た
。
日
本
は
3
万
5
7
8
0
ド
ル
に

減
少
し
た
一
方
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
は
4
万

1
2
5
3
ド
ル
に
増
加
。
韓
国
は
3
万

3
1
1
0
ド
ル
と
日
本
に
肉
薄
し
た
。

岸
田
首
相
の
貢
献
は
賃
金
が
上
が
っ
て

い
な
い
こ
と
を
認
め
た
こ
と
だ
。
日
本
人
の
平
均
年

収
は
1
9
9
7
年
の
約
4
6
7
万
円
と
比
べ
、
2
0

2
0
年
は
4
3
3
万
円
と
34
万
円
も
低
下
し
て
い
る
。

労
働
者
の
非
正
規
比
率
は
37
･
2
％
。
小
泉
改
革

以
降
、
企
業
は
非
正
規
労
働
者
を
増
や
す
こ
と
で
労

働
コ
ス
ト
を
削
減
し
て
き
た
。

「
富
の
配
分
」
に
も
問
題
が
あ
る
。
日
本
の
最
富
裕

層
1
％
が
全
体
所
得
に
占
め
る
割
合
は
10
･
4
%

（
資
産
ベ
ー
ス
24
・
5
％
）
に
及
ぶ
一
方
、
貧
困
率

は
2
0
1
8
年
で
15
･
4
%
。
貧
困
率
の
高
い
国
に

入
る
。
ま
た
、
日
本
の
子
供
の
貧
困
率
は
Ｇ
7
中
最

悪
で
あ
る
。

2
0
1
9
年
、
金
融
庁
審
議
会
「
市
場
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
」
の
資
料
を
発
端
に
老
後
2
千
万
円

問
題
が
物
議
を
醸
し
た
。
現
役
世
代
の
老
後
不
安
は

増
し
、
先
行
き
不
安
か
ら
少
子
化
も
進
み
、
人
口
減

に
伴
う
労
働
力
不
足
、
国
力
衰
退
と
い
う
悪
循
環
に

直
面
し
て
い
る
。

国
連
の
2
0
2
2
年「
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
日
本
は
54
位
。
所
得
低
迷
、
将
来
不
安
が
影
響
し

て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

小
泉
政
権
の
新
自
由
主
義
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
リ

フ
レ
政
策
も
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
異
常
な

金
融
緩
和
は
円
高
是
正
、
株
価
上
昇
に
寄
与
し
た
も

の
の
、
約
10
年
経
過
し
た
現
在
、
日
本
経
済
を
襲
う

の
は
構
造
的
円
安
と
先
行
き
不
安
で
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
大
き
く
な
っ
て
も
、
普
通
の
労
働
者
、
貧
し
い
人

に
は
恩
恵
が
及
ば
な
い
社
会
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
資
源
価
格
高
騰
の
影
響

も
あ
っ
て
、
貿
易
収
支
悪
化
を
主
因
に
日
本
の
経
常

収
支
は
悪
化
傾
向
に
あ
る
。

貿
易
収
支
悪
化
の
主
因
は
輸
入
増
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
家
電
製
品
等
の
工
業
製
品
輸
入
が
増
え
た
。

1
9
9
9
年
に
1
･
6
倍
だ
っ
た
家
電
製
品
の
輸
出

入
比
率
は
2
0
2
1
年
に
は
7
･
5
倍
に
悪
化
。
日

本
は
も
は
や
家
電
輸
出
国
で
は
な
く
、
輸
入
国
で
あ

る
。自

動
車
を
筆
頭
に
海
外
生
産
比
率
が
高
ま
っ
た
た

め
、
円
安
に
な
っ
て
も
輸
出
増
の
効
果
は
乏
し
く
、

む
し
ろ
円
ベ
ー
ス
の
輸
入
が
増
え
る
。

経
常
収
支
赤
字
は
企
業
損
失
と
異
な
り
、
そ
れ
自

体
が
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
恒
常
的
に
続
け
る
こ
と

も
不
可
能
で
は
な
い
。
事
実
、
米
国
の
経
常
収
支
は

赤
字
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
、
米
国
が
経
常
収
支
赤
字
を
継
続
で
き
る

の
は
、
世
界
中
の
投
資
家
が
米
国
に
投
資
し
、
金
融

収
支
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
き
て
い
る
か
ら
だ
。
米
国

の
将
来
性
に
対
す
る
信
頼
に
基
づ
く
。

科
学
技
術
、
産
業
力
、
人
材
力
、
軍
事
力
を
含
む

国
家
の
将
来
に
対
す
る
総
合
的
信
頼
、
投
資
対
象
国

と
し
て
の
魅
力
の
裏
付
け
に
な
る
基
軸
通
貨
性
の
証

で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
の
将
来
性
に
つ
い
て

世
界
は
米
国
と
同
様
の
信
頼
は
抱
い
て
い
な
い
。
だ

か
ら
、
経
常
収
支
赤
字
を
継
続
す
る
の
は
難
し
い
。

日
本
円
は
基
軸
通
貨
で
は
な
い
。
経
常
収
支
赤
字
下

で
は
ド
ル
購
入
の
必
要
が
あ
り
、
構
造
的
円
安
が
続

2
0
2
0
年
度
内
閣
府
「
年
次

経
済
財
政
報
告
」
の
タ
イ
ト
ル
は

「
コ
ロ
ナ
危
機
：
日
本
経
済
変
革

の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
丸
2
年
。
ラ
ス
ト
チ

ャ
ン
ス
の
機
会
は
逸
し
、
既
に
ゲ

ー
ム
セ
ッ
ト
し
た
。
構
造
的
問
題

を
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
」
改

革
を
避
け
、何
と
な
く
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
夢
よ

も
う
一
度
」
を
目
指
す
甘
い
戦
略

は
終
焉
を
迎
え
た
。
昨
年
2
月
号

の
本
連
載
で
紹
介
し
た
「
ブ
ラ
ッ

ク
・
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
」
に
踏
み
潰

さ
れ
た
感
が
あ
る
。

6
月
7
日
、「
韓
国
経
済
」
と

い
う
韓
国
誌
が
「『
わ
れ
わ
れ
は

も
う
後
進
国
』
日
本
の
溜
息
」
と

題
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。

日
本
の
1
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
が
約
10
年
で
急

減
し
、
2
0
1
2
年
の
4
万
9
1

7
5
ド
ル
（
世
界
14
位
）
か
ら
21

年
に
は
3
万
9
3
4
0
ド
ル
（
同

28
位
）
に
後
退
し
た
と
説
明
。

日
韓
の
差
も
1
9
9
0
年
に
は

4
倍
あ
っ
た
も
の
が
、
21
年
に
は

「
そ
の
差
は
僅
か
」
と
自
負
。
韓

国
の
1
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
過
去

20
年
で
約
3
倍
に
な
っ
た
間
、
日
本
の
低
迷
が
深
刻

だ
っ
た
た
め
と
分
析
。
日
本
国
内
で
は
「
瞬
き
し
て

い
る
間
に
後
進
国
に
な
っ
た
」「
衰
退
途
上
国
で
あ

り
発
展
停
滞
国
」
と
溜
息
が
洩
れ
る
と
記
し
て
い
る
。

対
日
感
情
の
複
雑
な
韓
国
メ
デ
ィ
ア
の
記
述
と
は

言
え
、
こ
う
し
た
記
事
を
書
か
れ
る
「
フ
ァ
ク
ト
」

が
存
在
す
る
こ
と
は
真
摯
に
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な

い
。「
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
」
と
表
現
す
る
の
は
少
々
抵

抗
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
経
済
や
社
会
を
立

て
直
す
た
め
に
は
冷
徹
に
「
フ
ァ
ク
ト
」
を
受
け
止

め
、「
ま
だ
大
丈
夫
」「
本
当
は
凄
い
ん
だ
」
と
い
っ

た
お
家
芸
的
自
己
暗
示
に
逃
げ
込
ま
な
い
こ
と
が
肝

要
と
考
え
、
あ
え
て
「
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
」
と
表
現
し

た
。
日
本
の
課
題
は
明
々
白
々
で
あ
る
。
新
た
な
ゲ

ー
ム
を
堅
確
な
戦
略
の
下
で
始
め
る
局
面
だ
。
そ
う

い
う
覚
悟
で
腕
ま
く
り
す
る
と
、
気
分
も
変
わ
る
。

「
世
界
3
位
の
経
済
大
国
」
と
い
う
認
識
が
国
民
に

擦
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
冷
静
に
世
界
を
見

渡
す
と
様
相
が
異
な
る
。

日
本
は
確
か
に
米
中
に
次
ぐ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
で
あ
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
付
加
価
値
総
額
で
あ
り
、
労
働
人
口
が
多

く
、
国
民
が
一
生
懸
命
働
け
ば
、
規
模
は
大
き
く
な

る
。
因
み
に
米
国
22
･
9
兆
ド
ル
、
中
国
16
･
4
兆

ド
ル
、
日
本
3
･
7
兆
ド
ル
で
あ
る
（
＊
1
）。

国
際
比
較
す
る
場
合
、
各
国
物
価
水
準
を
反
映
し

た
購
買
力
平
価
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
＊
2
）
を
用
い
る
。
購
買

力
平
価
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
1
位
は
中
国
。
2
位
米
国
、
3
位

「
豊
か
な
経
済
大
国
」と
い
う
誤
認
識

宇
宙
技
術
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
覇
権
争
い

【「
三
耕
探
究
」
と
は
？
】「
学
有
り
、
論
優
れ
ど
も
、
心
貧
す
れ
ば
、
任
に
能
わ
ず
」
と
い
う
考
え
か
ら
、「
耕
学
」「
耕
論
」「
耕
心
」
す
な
わ
ち
「
三
耕
」
の
「
探
究
」
の
重
要
性
を
示
す
筆
者
の
造
語
。

あえて「ゲームセット」

Photo: Jiji Press

トヨタ自動車の元町工場を視察する
岸田文雄首相（6月17日、愛知県・豊田市）
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く
。
実
質
実
効
為
替
レ
ー
ト
は
50
年
ぶ
り
の
円
安
に

な
っ
て
い
る
。
日
本
は「
円
高
の
半
世
紀
」
か
ら「
円

安
と
の
闘
い
の
時
代
」
に
入
っ
た
と
言
え
る
。
経
済

敗
戦
を
認
め
、
第
2
の
戦
後
復
興
に
取
り
組
む
時
が

来
た
。

連
載
（
三
耕
探
究
）
も
8
回
目
で
あ
る
。
過
去
の

寄
稿
で
国
際
覇
権
構
造
の
変
化
や
日
本
の
戦
略
に
つ

い
て
言
及
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
も
踏
ま
え
て
再
整

理
す
る
。

18
世
紀
ま
で
の
欧
州
覇
権
の
中
で
「
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
国
際
社
会
の
力
学
要
因
が

誕
生
し
た
。
国
家
が
軍
事
・
外
交
・
経
済
・
文
化
等

の
主
導
権
を
握
り
、
交
渉
主
体
と
な
る
「
イ
ン
タ
ー

ネ
イ
シ
ョ
ン
（
国
家
間
）」
構
造
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
生
ま
れ
た
。

20
世
紀
入
り
後
、
国
家
を
超
越
す
る
主
体
が
登
場
す

る
。
多
国
籍
企
業
や
世
界
的
影
響
力
を
有
す
る
起
業

家
や
投
資
家
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
」
と
い
う
概
念
が
登
場
し
た
。
そ
の
間
、
近
代
経

済
学
を
基
盤
と
し
た
経
済
政
策
が
発
展
し
、
ケ
イ
ン

ズ
主
義
、
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
、
新
自
由
主
義
等
が
各
国

及
び
世
界
の
動
向
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。

21
世
紀
入
り
後
、
そ
れ
ら
経
済
政
策
の
有
効
性
低

下
と
限
界
が
露
呈
す
る
一
方
、
技
術
革
新
が
経
済
に

与
え
る
影
響
が
急
拡
大
す
る
過
程
で
、
人
類
は
コ
ロ

ナ
禍
に
遭
遇
し
た
。
そ
の
中
で
明
確
に
な
っ
た
の
は

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
」
と
「
デ
ジ
タ
リ
ズ
ム
」、
つ

ま
り
宇
宙
技
術
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
次
の
力
学
要
因

を
支
配
し
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的

転
換
点
の
真
っ
只
中
で
日
本
は
分
水
嶺
に
直
面
し
て

い
る
。
日
本
経
済
を
引
続
き「
自
動
車
一
本
足
打
法
」

で
維
持
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
答
え
は
「
否
」
で
あ

る
。

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
」
と
「
デ
ジ
タ
リ
ズ
ム
」
に

対
応
し
た
産
業
、
経
済
、
社
会
の
革
新
が
急
務
で
あ

り
、
宇
宙
技
術
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
連
す
る
サ
ー

ビ
ス
や
製
品
で
主
導
権
を
握
れ
な
け
れ
ば
、
日
本
経

済
は
さ
ら
に
衰
退
す
る
。

過
去
20
年
間
、
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
自
動
車

産
業
の
真
骨
頂
は「
す
り
合
わ
せ
技
術
」で
あ
る
。「
す

り
合
わ
せ
技
術
」
と
は
、
製
品
を
構
成
す
る
部
品
や

材
料
を
相
互
に
微
妙
な
調
整
を
行
う
こ
と
で
高
性
能

を
実
現
す
る
技
術
。
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ブ
ラ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
化
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、「
匠
の
技
」

と
言
っ
て
よ
い
。
戦
後
日
本
の
「
も
の
づ
く
り
」
を

牽
引
し
て
き
た
「
魔
法
の
術
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）の
市
場
シ
ェ
ア
が
高
ま
り
、「
ユ

ニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
」
と
「
デ
ジ
タ
リ
ズ
ム
」
が
サ
ー

ビ
ス
や
製
品
を
席
巻
し
つ
つ
あ
る
中
、
日
本
の
お
家

芸
も
昇
華
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
で
は
、
日
本
が
産

業
や
経
済
で
為
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。
第
1
に
、
依

然
と
し
て
優
位
性
の
高
い
分
野
を
死
守
す
る
こ
と
で

あ
る
。

例
え
ば
、
半
導
体
材
料
及
び
同
製
造
装
置
。
半
導

体
中
流
工
程
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
イ
ン
ゴ
ッ
ト
製
造
分

野
で
の
日
本
の
市
場
支
配
力
は
高
い
。
製
造
装
置
分

野
に
は
高
い
技
術
力
と
特
定
技
術
の
市
場
支
配
力
を

有
す
る
隠
れ
た
中
堅
企
業
が
存
在
す
る
。
経
済
安
全

保
障
法
の
枠
組
み
も
活
用
し
、
技
術
と
情
報
と
人
材

を
守
り
切
る
こ
と
だ
。

再
エ
ネ
分
野
で
は
Ｇ
Ｅ
（
ジ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
）
と
蓄
電
技
術
に
着
目
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｅ
に
つ
い

て
は
本
年
1
月
号
で
地
熱
発
電
等
に
よ
る
Ｄ
Ａ
Ｃ

（D
irect

Air
Capture

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要

性
を
指
摘
し
た
。
再
エ
ネ
普
及
の
鍵
を
握
る
発
電
設

備
向
け
蓄
電
池
（
レ
ド
ッ
ク
ス
フ
ロ
ー
）
分
野
で
極

め
て
高
い
市
場
優
位
性
を
維
持
す
る
日
本
企
業
も
あ

る
。協

働
ロ
ボ
分
野
で
は
、
中
国
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

上
海
節
卡
機
器
人
科
技
（
Ｊ
Ａ
Ｋ
Ａ
）
が
名
古
屋
へ

の
新
工
場
建
設
を
発
表
し
た
。
ト
ヨ
タ
系
企
業
に
大

量
導
入
し
、
そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
「
日
本
品
質
」
を

実
現
し
、
欧
米
市
場
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、上
述
の
「
す
り
合
わ
せ
技
術
」

的
な
「
日
本
品
質
」
自
体
が
日
本
の
強
み
で
あ
る
こ

と
の
証
左
で
あ
り
、
そ
の
価
値
を
再
認
識
し
、「
ユ

ニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
」
と
「
デ
ジ
タ
リ
ズ
ム
」
の
中
で

昇
華
さ
せ
る
こ
と
が
次
な
る
「
魔
法
の
術
」
で
あ
る
。

第
2
に
、
人
材
の
育
成
と
保
護
だ
。
上
記
の
事
例

を
含
む
開
発
生
産
現
場
を
支
え
て
い
る
の
は
「
人
」

で
あ
る
。
そ
の
「
人
」
を
疎
か
に
し
て
き
た
の
だ
か

ら
、
産
業
も
経
済
も
競
争
力
が
低
下
す
る
の
は
自
明

の
理
。
政
府
も
企
業
も
大
い
に
反
省
す
べ
き
だ
。
産

業
技
術
競
争
の
主
戦
場
は
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
に
移

行
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
分
野
の
人
材
育
成
が
鍵
と
な
る

が
、
現
役
世
代
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、
昨

年
3
月
号
で
指
摘
し
た
ギ
フ
テ
ッ
ド
教
育
等
も
日
本

の
命
運
を
握
る
。
論
理
的
思
考
に
長
け
た
次
世
代
育

成
が
至
上
命
題
だ
。

今
や
、
米
国
も
半
導
体
産
業
支
援
法
を
可
決
成
立

さ
せ
る
国
家
資
本
主
義
の
時
代
に
入
っ
た
。
日
本
は

周
回
遅
れ
の
産
業
政
策
か
ら
脱
却
し
、
産
業
資
本
主

義
、
技
術
資
本
主
義
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う

い
う
観
点
か
ら
一
昨
年
5
月
号
で
指
摘
し
た
デ
ュ
ア

ル
ユ
ー
ス
へ
の
取
り
組
み
は
不
可
欠
で
あ
り
、
次
号

で
詳
述
し
た
い
。

人
材
育
成
と
産
業
支
援
の
た
め
の
財
源
捻
出
が
必

達
課
題
で
あ
る
。
同
時
に
過
度
の
円
安
も
抑
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
が
金
融
政

策
と
財
政
政
策
の
舵
取
り
で
あ
る
。

米
欧
諸
国
が
金
融
引
締
に
移
行
し
た
一

方
、
日
本
は
緩
和
を
維
持
し
て
い
る
た
め
、

内
外
金
利
差
拡
大
が
円
安
を
助
長
し
て
い

る
。

日
銀
は
利
上
げ
し
な
い
の
で
は
な
く
、
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
膨
大
に
保
有
す
る
国
債
利
回
り
は
ほ
ぼ

ゼ
ロ
。
利
上
げ
は
日
銀
の
債
務
超
過
に
つ
な
が
る
。

ま
さ
に
自
縄
自
縛
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
下
で
可
能
な
対
応
と
し
て
、
今
年
2
月

号
で
Ｍ
Ｍ
Ｔ
（
現
代
金
融
理
論
）
と
Ｔ
Ｍ
Ｔ
（
伝
統

的
金
融
理
論
）
と
の
対
比
で
Ｒ
Ｍ
Ｔ
（
現
実
的
金
融

理
論
）
に
つ
い
て
論
じ
た
。

こ
の
状
況
で
伝
統
的
な
財
政
健
全
化
を
論
じ
る
Ｔ

Ｍ
Ｔ
は
、
滝
に
流
さ
れ
て
い
る
時
に
泳
い
で
上
ろ
う

と
す
る
が
如
く
で
あ
る
。
世
界
格
付
ラ
ン
キ
ン
グ
で

中
韓
よ
り
低
い
24
位
ま
で
低
下
し
た
国
債
を
引
続
き

無
尽
蔵
に
発
行
で
き
る
と
主
張
す
る
Ｍ
Ｍ
Ｔ
は
、
流

れ
に
身
を
委
ね
て
滝
壺
に
落
ち
る
が
如
く
で
あ
る
。

こ
の
局
面
、
掴
む
こ
と
の
で
き
る
枝
や
蔦
や
岩
を

頼
り
に
横
に
脱
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
。
Ｒ
Ｍ

Ｔ
は
日
銀
保
有
国
債
の
一
部
永
久
国
債
化
に
よ
っ
て

財
源
捻
出
を
図
る
と
と
も
に
、
永
久
化
し
た
規
模
以

下
の
財
源
化
に
よ
っ
て
財
政
健
全
化
へ
の
取
組
姿
勢

も
示
す
現
実
的
方
策
で
あ
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｄ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
で
知
ら
れ
る
起
業
家

ブ
レ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
と
未
来
学
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ペ

テ
ィ
の
共
著
『
テ
ク
ノ
ソ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
の
世
紀
―

格
差
、
Ａ
Ｉ
、
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
新
世
界
の
秩

序
―
』
は
興
味
深
い
。

経
済
格
差
、
技
術
革
新
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
難

題
は
、
も
は
や
民
主
主
義
、
資
本
主
義
、
経
済
学
と

い
っ
た
20
世
紀
の
ツ
ー
ル
で
は
解
決
で
き
な
い
と
断

じ
、
解
決
の
鍵
は
Ａ
Ｉ
を
含
む
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
握

り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
占
有
す
る
者
と
そ
れ
以
外
の

者
の
格
差
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

ソ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
と
は
も
ち
ろ
ん
社
会
主
義
の
こ

と
で
は
な
く
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
社
会
構
造
を
決
め

て
し
ま
う
こ
と
を
指
す
。

日
本
は
人
材
育
成
と
産
業
支
援
で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

占
有
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
財
源
は
20
世
紀

的
経
済
学
の
呪
縛
の
延
長
線
上
に
あ
る
Ｔ
Ｍ
Ｔ
や
Ｍ

Ｍ
Ｔ
で
は
な
く
、
Ｒ
Ｍ
Ｔ
に
よ
っ
て
獲
得
で
き
る
。

過
去
四
半
世
紀
の
日
本
を
支
え
た
「
自
動
車
一
本
足

打
法
」
か
ら
昇
華
し
、「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
占
有
国
家
」

を
目
指
す
べ
き
だ
。
実
現
で
き
な
け
れ
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も

所
得
も
伸
び
ず
、
中
進
国
に
な
る
蓋
然
性
が
高
い
。

元
首
相
が
逝
去
し
た
た
め
に
、
滝
に
流
さ
れ
続
け

る
か
否
か
は
、
岸
田
首
相
の
意
思
次
第
で
あ
る
。
1

Ｔ
Ｍ
Ｔ
や
Ｍ
Ｍ
Ｔ
で
は
な
く
Ｒ
Ｍ
Ｔ

■
筆
者
紹
介

お
お
つ
か
こ
う
へ
い
日
本
銀
行
を
経
て
参
議

院
議
員
。
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
（
早
大
博
士
）、
藤
田
医
科
大
学

客
員
教
授
を
兼
務
。
仏
教
研
究
家
、歴
史
研
究
家
と
し
て
も
活
動
中
。

宇宙技術が世界を制する

日
本
の
お
家
芸
を
昇
華
さ
せ
る「
魔
法
の
術
」

あえて「ゲームセット」
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